
議長 ： 上山　忠 様

　　　 ものがあるのかをまとめたツールを作成予定。

2022 年 9 月 20 日 （ ：11～00：10）火 00

　

次回開催予定日　

　　⇒ 包括支援センターの取り組みで、ICTを活用して利用できる地域資源はどのような

4

　　　⇒ マニュアル整備なども含めて検討していく必要がある。

　【 項目番号8 】

　　一部の利用者でMCSを活用した情報共有を始めている。

　【 項目番号6 】

　　24時間事業所にスタッフを配置し、緊急通報等へ柔軟に対応できるよう対応

　　　緊急通報時の状況判断などで困惑することはないか？

　　⇒ 複数の事業所から依頼があるわけではなく、同一CMからのリピート利用が多い。

3 令和3(2021)年度 自己評価・外部評価表参照

　　　 場合もある。

　・外部CMからのケースが多いのは周知してもらえているのではないか？

　・相談から新規契約につながるケースはどの程度あるのか？

　　⇒ 相談数の半分以下程度の印象。相談からしばらく経過して新規利用につながる

　　ターミナルケアや医療依存度が高い方の利用があった。

　　主に居宅介護支援事業所からの依頼が9割近い状況。医療機関（病院.･老健）から

　　の問い合わせや相談は自法人内のみである。

2 サービス提供実績報告

『別紙①』参照

　・新規利用者の要介護度の割合は大きく変わらず推移している。重度者については
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